
令和 7年度 第三あおい幼稚園 職員自己評価および管理者評価 総評 

1. 自己評価の実施概要 

教育・保育の質の向上と組織の成長を目的とし、ICT  Google フォーム）を活用した職員による自己評

価と、園長・副園長・主任による管理者評価を実施いたしました。 

各職員が自らの保育実践を客観的に振り返るとともに、管理者からのフィードバックを通じて、園全体

の現状と次年度への課題を明確にすることを目的としています。 

 

2. 今年度の成果と強み 

「子どもの主体性を尊重する保育」の深化 

全体として子どもの主体性を大事にした環境づくりに成果が見られ、クラスや個々の成長に確かな手応

えを感じている職員が多いことが確認されました。 

安全・保健管理における協力体制 

アレルギー対応や感染症対策、事故防止に向けた園全体での協力体制が強固に機能し、一年を通じて大

きな事故なく安全に運営できたことが高く評価されています。 

リーダー層による質の担保 

管理者評価において、指導的立場にある職員が卓越したスキルを発揮し、園の柱として現場を円滑に統率

している点が強みとして挙げられます。 

支え合うチーム文化 

職員同士の助け合いや声掛けが活発であり、多忙な中でも「子どものために」と影で努力し 環境整備

等）、やりがいを感じている職員が多く見られます。 

 

3. 管理者評価から見た現状 

多くの職員が「職業倫理」や「基本動作」において高い水準 AまたはB判定）を維持しており、組織の

基盤が強固であることが示されました。 

特に指導者層の層が厚く、今後はその知見を若手や復帰職員の育成 メンターとしての役割）へさらに還

元していく体制を整えていく段階になります。 

 

 

 

 



4. 重点課題と今後の改善指針 

自己評価および分析を通じて浮き彫りになった課題に対し、次年度は以下の事項に重点的に取り組みま

す。 

情報共有の精度向上と「見える化」 

「聞いていない」「知らなかった」という伝達漏れを最小限にするため、情報の集約と周知ルールを再徹

底します。また、各職員の業務状況を可視化し、負担を適切に分散させる仕組みづくりを推進します。 

特別な配慮が必要な子への支援体制強化 

配慮を要する園児の増加に対し、専門家を招いた研修の実施や「個別支援計画」の共有を強化します。 

担任外のフリー職員やパート職員も的確にサポートに入れるよう、園全体のバックアップ体制を最適化

します。 

保護者対応力と発信力の向上  

保護者への温かい言葉選びや発信力の統一を目指し、若手・復帰職員への対応フォローを充実させます。

また、ICTツールの有効活用により、保護者が安心・信頼できるこまめな情報発信に努めます。 

ICT活用の推進と業務効率化 

事務負担軽減のため、既存システム ゆめねっと）の再講習や新システムの操作研修を実施し、雇用形態

を問わず全職員が ICTツールを使いこなせる環境を整えます。 

 

5. 総括 

今年度は、一人ひとりの子どもの育ちに寄り添う姿勢がより一層高まった一年でした。 

次年度は、職員が心身ともに余裕を持って子どもと向き合えるよう、 「情報の共有化」と「専門性の向上」

を軸に、園全体の教育・保育の質をさらに高めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



個人による自己評価結果グラフ 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 
 



 

 

 

 
 



 

 

 

 
 



 

 

 

 
 



 

 

 

 
 



 

 

 

 
 



 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


